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概論
旅⾏前にSNS情報によって，旅⾏先の情報を調査する⼈は多い．SNS上の詳細な情報は，旅⾏者の⾏動や視点を
事前に固定化し，旅⾏体験が現地で情報を確認する作業に近づく懸念がある．
そこで，本研究では，具体的なスポット情報ではなく，観光地の印象に着⽬した最⼩限の⼿がかりとして
『雰囲気キーワード』を⽤いた．実証実験の結果，雰囲気キーワードによって，実験参加者の観光地に対する
観察・発⾒・解釈という主体的な探索⾏為の誘発を確認した．
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